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3月議会初日 日本共産党会派が

ひたちなか保健所の本所機能存続を求める
意見書（案）を提案

茨城県が、県内12ヶ所ある保健所を、２次保健

医療圏にあわせて、9ヶ所に統廃合する案を、県議

会財政再建調査特別委員会に示したことを受けて、

「ひたちなか保健所の本所機能の存続を求める会」

が立ち上がっています。発起人代表は、

手島研作氏 （ひたちなか医師会長）

本間源基氏 （ひたちなか市長）

村上達也氏 （東海村長）

の３氏ですが、それぞれ肩書き無しで個人として

の発起人だそうです。６万筆の署名目標で取り組

みが始まり、署名を呼びかけられた村民の方から、

「保健所の本所機能をぜひ守ってほしい」との声

が寄せられたことを受けて、提案いたしました。

ひたちなか保健所は、現在、関係住民のよりど

ころとなって活発な活動を展開しています。また

東海村は、今年12月のＪ―ＰＡＲＣ稼動に伴い、

世界各国から多数の研究者などの来村が見込まれ、

本村にとってはいっそうの拡充こそ求められてい

ます。文教厚生委員会に付託されました。

ひ た ち な か 保 健 所

ひたちなか保健所は、常陸大宮保

健所の支所となる案です。案では、

「支所になれば母子保健や難病・感

染症など健康に関する相談受付と、

食品・環境業者の許認可相談と受付

業務のみ」とのことで、現在果たし

ている役割が大きく後退する見込み

です。

中国製ギョーザ事件の全容究明と抜本的な安全対策および

原料原産地表示の仕組みの構築について検討を求める意見書（案）
を提案

船場にお住まいの方から、ギョーザ事件を受けて「原料原産地表示の徹底を求める声を、地

方からぜひあげてほしいのですが」との声が寄せられました。日本共産党会派は、保健所問題

同様、議員提案で意見書をあげるよう提案しました。文教厚生委員会に付託されました。


